
近
世
社
会
経
済
史
か
ら
見
た

「仕
掛
」
に
つ
い
て

は

じ

め

に

近
年
の
近
世
貨
幣
史
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
近
世
特
有
の
貨
幣
現

象
の
解
明
が
進
ん
だ
こ
と
は
既
に
別
稿
で
指
摘
し
た
。
具
体
的

に

は
、
銭
匁
研
究
、
近
世
初
期
の
米
の
貨
幣
的
使
用
、
六
道
銭
の
研
究

な
ど
が
著
し
く
進
展
し
た
。

し
か
し
、
近
世
は
複
雑
な
貨
幣
の
使
用
が
見
ら
れ
た
時
代
で
あ

り
、
近
世
特
有
の
貨
幣
現
象
は
ま
だ
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る

と
は
い
い
が
た
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
例
と
し
て

「仕

掛
」
の
慣
習
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

近
世
社
会
経
済
史
で

「仕
掛
」
だ
け
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
た
研

究
は
ま
だ
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
近
世
文
学
研
究
で
は
か
な

桜

井

信

哉

り
以
前
か
ら
言
及
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
井
原
西
鶴
な
ど
の

作
品
に
こ
の
言
葉
が
現
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
近
世
文
学
研
究
者
が
こ

れ
ら
の
言
葉
を
な
お
ざ
り
に
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
、
こ
の

「仕
掛
」
に
つ
い
て
最
も
総
合
的
に
言
及
し
た
の
は
井

原
西
鶴
の
研
究
な
ど
で
知
ら
れ
る
前
田
金
五
郎
氏
で
あ
ろ
う
。
そ
の

前
田
氏
が
結
論
と
し
て
仕
掛
に
つ
い
て
下
し
た
結
論
は
以
下
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

銀
日
で
物
品
を
買
い
小
判
ま
た
は
銭
で
支
払
う
時
、
或
は
給
銀

を
支
払
う
時
な
ど
に
、
銀
貨
対
金

。
銭
貨
の
相
場
よ
り
も
、

金

・
銭
貨
の
相
場
を
高
く
定
め
て
、
払
い
手
に
有
利
に
支
払
う

事
を
小
判

・
銭
の
仕
掛
と

い
う
の
で
あ

っ
て
、
商
人
、
奉
公

人
、
職
人
な
ど
の
経
済
的
弱
者
に
対
し
て
、
買
手

。
主
人

・
問

イ ′



図 1 呉服の製造過程と仕掛

和糸荷主→和糸間屋 (糸店と間之町店)→ 糸仲買屋→西陣織屋→撰糸仲買商 (上之店 )

→京都呉服問屋 (京本店 )

屋
な
ど
が
行

っ
た
悪
ど
い
支
払

い
法
で
あ

り
、
あ
る
い
は
奉
公
人
の
懐
を
肥
す

一
法
で

（２
）

も
あ

っ
た
。

例
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に

四
二
〇
匁
の
商
品
が
あ
り
、
金
相
場
は
ち
ょ
う
ど

一
両
＝
六
〇
匁
だ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
商
品
を
買

う
人
間
が
代
金
を
銀
で
支
払
う
場
合
は
問
題
が
な

い
が
、
金
で
払
う
場
合
は
七
両
払
う
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
際
に
金
の
価
値
を
意

図
的
に
高
く
し
て

一
両
＝
七
〇
匁
で
支
払
え
れ
ば

六
両
で
す
み
、　
一
両
の
得
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ

の
よ
う
な
行
為
が
普
通
出
来
る
は
ず
が
な
い
の

で
、
経
済
的
弱
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
近
世
社
会
経
済
史
上
も
興
味
深
い

と
考
え
ら
れ
る
仕
掛
で
あ
る
が
、
社
会
経
済
史
的

な
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
株
仲
間
組
合

の
研
究
、
荷
受
問
屋
資
本
の
研
究
、
会
計
制
度
の

研
究
を
行
う
過
程
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ
た
に
過
ぎ

な
い
。

む
し
ろ
、
前
田
氏
の
分
析
は
、
文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
、
近
世
史

研
究
で
よ
く
使
わ
れ
る

『地
方
凡
例
録
』
や
天
保

一
三
年

（
一
八
四

二
）
の
株
仲
間
再
興
時

の
大
坂
の
町
触
れ
に
も
依
拠
し
て
い
る
た

め
、
従
来
の
社
会
経
済
史
的
研
究
よ
り
総
合
的
に
分
析
し
て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
前
田
氏
が
、
著
作
で
四
頁
に
わ
た
り

「銭

。
小
判
の
仕
掛
」

に
つ
い
て
言
及
し
た
後
、
最
後
に

「な
お
近
世
社
会
経
済
史
専
攻
の

方
々
の
御
示
教
を
願

っ
て
筆
を
欄
く
」
と
結
ん
で
い
る
の
は
、
近
世

社
会
経
済
史
学
が
こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
促
し
た

と
読
め
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
仕
掛
に
関
す
る
記
述
が
多
く
見
ら

れ
る
京
都
の
西
陣
を
中
心
に
こ
の
未
解
明
の
分
野
に
取
り
組
む
も
の

で
あ
る
。

京
都
の
西
陣
を
め
ぐ
る
商
取
引
は
お
お
む
ね
図
１
の
よ
う
に
表
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
（　
）
の
な
か
は
三
井
越
後
屋
本
店
の

そ
れ
ぞ
れ
の
店
の
名
前
を
示
し
て
い
る
。
↓
は
仕
掛
の
確
認
で
き
た

経
路
で
あ
る
。

以
下
で
は
ま
ず
、
前
田
氏
が
解
明
し
た
仕
掛
に
近
い
と
見
ら
れ
る

西
陣
織
屋
に
対
す
る
仕
掛
か
ら
見
て
い
く
。



一
　

西
陣
織
屋

へ
の
仕
掛

仕
掛
に
つ
い
て
最
も
古
い
社
会
経
済
史
的
な
研
究
は
澤
田
章
氏
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
澤
田
氏
は
、
西
陣
織
屋
仲
間
の
取
引
方
法
の

変
遷
を
分
析
す
る
過
程
で

「金
銀
銭
仕
掛
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

何
歩
引
正
味
、
何
割
引
正
味
と
い
ふ
。
正
味
と
い
ふ
こ
と
は
、

歩
引
以
外
金
銀
相
場
は
時
の
相
場
に
従
つ
て
取
引
し
、
金
銀
の

仕
掛
を
行
は
ぬ
義
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
金
銀
相
場
は
絶
え
ず
変

動
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
之
が
為
に
損
益
を
生
ず
る
こ
と
は
、

商
取
引
に
従
事
す
る
者
の
第

一
に
考
慮
を
要
す
る
問
題
で
あ

り
、
こ
の
相
場
の
変
動
に
有
利
に
備
ふ
る
必
要
上
、
仕
切
勘
定

の
際
、
時
の
相
場
に
何
歩
仕
掛
を
行
ふ
と
い
う
こ
と
が
、　
一
種

の
商
習
慣
と
な
つ
て
居

つ
た
。
西
陣
製
品
の
取
引
上
に
於
て
も

歩
引
以
外
金
銀
の
仕
掛
が
行
は
れ
て
、
時
の
相
場
に
二
歩
或
三

歩
宛
仕
掛
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

「歩
引
」
と
は
売
上
高
に
対
し
て

一
定
の
割
合
で
か
け
ら
れ
る
手

数
料
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「歩
引
」
を
引

い
た
後
の
残
額
を

金
で
相
場
ど
お
り
に
支
払
え
ば

「正
味
」
で
あ
る
が
、
そ
の
金
の
相

場
を
相
場
変
動
に
備
え
て
前
述
し
た
よ
う
に
意
図
的
に
高
く
し
て
支

払
え
ば

「仕
掛
」
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
仕
掛
が
実
際
に
は
搾
取
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
仕

切
の
心
得
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
わ
か
る
。

仕
切
の
節
金
詰
メ
之
儀
、
讐
は
払
相
場
六
十
匁
之
時
、
差
引
残

て
仕
切
の
銀
三
十
匁
有
之
候
ヲ
、
金
二
歩
払
遣

一
盃
に
候
得

共
、
是
等
仕
切
之
事
に
候
得
者
、
金

一
歩
卜
銀
十
五
匁
に
し
て

払
可
申
候
。
左
候
得
者
右
十
五
匁
を
銭
に
て
払
候
故
、
銭
相
場

壱
匁
仕
掛
に
候
得
ば
、
金
に
て
払
候
よ
り
仕
掛
違
道
丈
ケ
徳
用

に
相
成
申
候
。
是
等
之
算
盤
詰
、
能
呑
込
候
て
算
用
可
致
候
。

其
余
之
金
詰
と
て
も
右
に
順
候
事
。

す
な
わ
ち
、
金
二
歩
払
え
ば
ぴ

っ
た
り
払
え
る
と
き
で
も
、
金
は

一
歩
し
か
支
払
わ
ず
、
残
り
の

一
歩
分
に
つ
い
て
は
銭
で
支
払
う
こ

と
に
し
て
、
そ
の
銭
に
よ
る
支
払
い
の
際
に
再
び
仕
掛
を
行
え
と
い

う
の
で
あ
る
。
実
に
が
め
つ
い
利
益
確
保
の
方
法
で
あ
り
、
前
田
氏

の

「悪
ど
い
支
払
い
法
」
と
い
う
呼
び
方
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
慣
習
の
起
源
は
三
井
上
之
店
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三

井
上
之
店
と
は
上
方
で
三
井
本
店
の
仕
入
れ
を
担
当
し
て
い
た
店
で

あ
る
。西

陣
高
機
織
屋
に
限
ら
す
、
都
而
絹
売
買
ハ
元
来
正
味
の
現
銀

商
ひ
に
て
あ
り
し
に
、
三
井
上
之
店
撰
糸
店
と
い
ふ
此
店
始
ま

り
し
よ
り
、
金
仕
掛
ま
た
ハ
歩
引
壱
割
引
日
合
附
出
来
た
り
。



（中
略
）
古
老
の
言
し
ハ
三
井
上
之
店
出
来
て
よ
り
、
已
前
と

は
西
陣
織
屋
衰
微
し
た
り
と
い
ふ
。

こ
れ
は
三
井
家
に
よ
る
西
陣
織
屋
の
金
融
支
配
を
示
す
も
の
と
し

て
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
金
仕
掛

を
始
め
た
の
が
三
井
上
之
店
で
あ
る
と
い
う
記
述
に
注
目
し
た
い
。

三
井
の
直
買
い
店
が
上
之
店
と
称
し
始
め
た
の
は
貞
享
二
年

（
一
六

八
五
）
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
述
が
正
し
け
れ
ば
仕
掛
の

成
立
は
そ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
仕
掛
で
あ

っ
た
が
、
問
題
が

あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
宝
永
年
中
に

一
度
廃
止
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
次
第
に
復
活
し
相
場
か
ら
大
き
く
離
れ
た
仲
間
相
場

を
使
う
よ
う
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
つ
い
に
、
延
享
四
年

（
一
七
四

七
）
五
月
に
西
陣
撰
糸
織
屋
仲
間
が
仲
買
仲
間
の
横
暴
を
訴
え
出
て

絹
代
銀
五
歩
引
正
味
を
哀
願
し
た
。
そ
の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、

仕
掛
は
結
局
続
い
た
と
見
ら
れ
て
い
樋
。
実
際
以
下
の
事
例
を
見
れ

ば

一
九
世
紀
も
仕
掛
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
わ
か
る
の
で
あ

′一
。

０
鍵
屋
久
兵
衛

一
件

次
の
史
料
は
、
西
陣
織
屋
と
京
都
呉
服
問
屋
の
間
で
絹
を
売
買
し

て
い
る
鍵
屋
久
兵
衛
と
い
う
仲
買
が
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
に
縮

縮
緬
織
屋
仲
間
に
対
し
て
出
し
た
詫
び
状
で
あ
純
。

一
札
之
事

一
私
義
仲
買
渡
世
仕
居
候
て
、
是
迄
其
御
仲
ケ
間
織
屋
様
方
よ
り

絹
買
請
居
候
処
、
糸
目
等
無
理
成
取
方
仕
、
又
ハ
直
段
金
仕
掛

ケ
等
迄
相
対
之
外
非
道
之
算
用
仕
候
段
、
大

二
心
得
違

二
御
座

候

二
付
、
此
度
御
仲
ケ
間
中
よ
り
御
売
留
之
義
被
成
被
下
候
段

御
尤

二
奉
存
、
申
訳
も
無
御
座
奉
誤
入
候
。
是
迄
之
儀

ハ
御
用

捨
被
下
候
て
、
已
後

ハ
直
段
糸
目
等
御
相
対
之
通
急
度
相
守
、

非
道
成
義
不
仕
、
正
路

二
取
引
可
仕
候
。
尤
代
金
仕
掛
之
儀

ハ

触
相
場
よ
り
壱
匁
仕
掛
ケ
絹
入
目
弐
匁
之
外
仕
間
敷
候
。
右
之

趣
相
違
無
御
座
候
。
依
之
請
人
差
入
候
間
、
自
然
御
相
対
相
違

仕
、
無
弊
之
御
算
用
等
御
座
候
ハ
ヽ
、
其
時
請
人
罷
出
、
右
非

道
之
勘
定
其
外
惣
て
埒
明
可
申
候
。
為
後
日

一
札
併
て
如
件
。

文
化
元
年
子
十

一
月
　
　
　
　
　
鍵
屋
久
兵
衛
　
悴
又
吉
印

母
ち
よ
印
　
　
　
　
　
　
河
原
町
夷
川
上
ル
町

受
人
　
桧
皮
屋
九
右
衛
門
印

右
又
吉
手
代
嘉
七
書
判
　
西
加
茂
田
尻
村

受
人
　
小
嶋
兵
右
衛
門
印

縮
縮
緬
織
屋

イイ



御
仲
ケ
間
中

す
な
わ
ち
、
鍵
屋
久
兵
衛
は
縮
縮
緬
織
屋
か
ら
絹
を
購
入
す
る
際

に
、
「糸
目
」
で
無
理
を
言

い
、
金
仕
掛
を
合
意
し
た
以
上
に
取

っ

た
た
め
、
同
仲
間
か
ら
売
り
止
め
と
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
で
、

鍵
屋
久
兵
衛
が
こ
れ
か
ら
は

「糸
目
」
は
か
つ
て
の
合
意
通
り
と
し

正
し
い
取
引
を
行
な
う
こ
と
を
約
束
し
、
金
仕
掛
は

「触
相
場
よ
り

壱
匁
仕
掛
ケ
」
「絹
入
目
弐
匁
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

「糸
目
」
と
は
、
「歩
引
」
と
同
じ
く
手
数
料

で
あ
る
が
、
「歩

引
」
の
よ
う
に
売
上
高
に

一
定
の
割
合
で
か
け
る
の
で
は
な
く
、
商

品
の

一
定
量

（疋
な
ど
）
に
対
し
て
か
け
る
手
数
料
で
あ
る
。
こ
の

「糸
目
」
を
か
け
る
こ
と
を

「
入
目
」
と
い
う
の
で
、
「絹
入
目
弐

匁
」
と
い
う
の
は
縮
縮
緬

一
疋
に
対
し
て

「弐
匁
」
の
糸
目
を
取
る

こ
と
で
合
意
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

②
誉
田
屋
庄
兵
衛

一
件

次
に
見
る
の
は
織
屋
と
京
都
呉
服
問
屋
の
間
で
絹
を
売
買
し
て
い

た
誉
田
屋
庄
兵
衛
が
文
政
二
年

（
一
八
一
九
）
に
お
こ
し
た
事
件
で

あ
る
。
仕
掛
が
些
細
な
価
格
の
問
題
に
収
ま
ら
ず
社
会
的
問
題
に
ま

で
発
展
し
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。

ま
ず
は
こ
の
事
件
の
前
提
と
し
て
同
年

一
〇
月
二
八
日
に
出
さ
れ

た
京
都
町
触
を
見
て
み
よ
う
。

一
金
相
場
追
々
下
直

二
相
成
候
処
、
諸
色
仕
入
買
物
代
、
或

ハ
下

職

へ
之
払
方
等
不
実
之
高
相
場
を
以
取
引
致
し
候
者
も
有
之
哉

二
相
間
、
不
埒
之
事
二
候
。
金
銭
共
時
々
之
相
場
を
見
合
、
右

体
不
実
之
取
引
致
間
敷
候
。
若
不
相
用
者
有
之
候

ハ
ヽ
、
吟
味

之
上
吃
度
可
申
候
条
、
此
旨
洛
中
洛
外

へ
不
漏
様
可
申
遣
候

事
。十

月
廿
八
日

す
な
わ
ち
、
当
時
は
文
政
改
鋳
に
と
も
な
う
金
相
場
下
落
が
原
因

で
上
方
か
ら
の
下
し
代
物
の
売
買
に
従
事
す
る
商
人
に
と
っ
て
は
苦

し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
金
相
場
下
落
に
よ
り
江
戸
で

下
し
代
物
の
価
格
が
高
騰
し
、
そ
の
た
め
下
し
代
物
の
売
り
上
げ
が

落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ

れ
が
原
因
で
、
仕
入
れ
の
際
に
支
払
う
代
金
や
下
職
に
支
払
う
賃
金

に
不
実
な
仕
掛
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
町
触
れ
は
き
ち
ん
と

「時
々
之
相
場
」
を
守
る
よ
う
に
命
じ
、
守
ら
な
い
者
を
厳
し
く
取

り
締
ま
る
と
し
た
。

し
か
し
、
時
を
同
じ
く
し
て
以
下
の
よ
う
な
事
件
が
お
き
て
し

（‐４
）

ま

っ
た
。

一
金
相
場
下
落

二
就
キ
商
職
共
六
ケ
敷
、
此
節
西
陣
織
屋
暫
相
休



居
候
。
就
右
下
職
之
者
ニ
ハ
甚
及
難
渋
候
処
、
巻
物
屋
之
内
相

庭
二
仕
掛
を
致
し
可
相
払
様
子
相
聞
候
由

二
て
猶
々
下
職
及
難

義
、
伏
見
上
京
妙
蓮
寺
門
前

へ
相
集
候
様
張
紙
致
し
凡
三
百
人

計
も
寄
集
り
談
義
之
上
、
織
物
中
買
中
大
家
故
誉
田
屋
庄
兵
衛

殿
方
を
目
当

ニ
シ
テ
廿
九
日
七
ツ
時
頃
よ
り
大
勢
詰
寄
、
手
代

吉
兵
衛
と
申
者
を
貰
ヒ
度
由
申
、
暮
夜

二
入
殊
之
外
及
騒
動
候

二
付
、

ま
ず
、
金
相
場
下
落
に
伴

っ
て
、
西
陣
織
屋
で
は
仕
事
を
休
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
り
、
下
職
の
人
達
は
生
活
が
苦
し
く
な

っ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
下
職
の
人
達
は
、
支
払
い
に
仕
掛
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
に
怒
り
、
伏
見
上
京
妙
蓮
寺
に
集
合
す
る
よ
う
張
り
紙
を
出
し

た
と
こ
ろ
、
三
〇
〇
人
も
集
ま
り
、
二
九
日
に
は
仲
買
の
大
手
だ

っ

た
誉
田
屋
庄
兵
衛
の
家
に
詰
め
寄
せ
、
手
代
吉
兵
衛
の
引
渡
し
を
要

求
す
る
と
い
う
騒
ぎ
を
引
き
起
こ
し
た
。

誉
庄
よ
り
内
々
栗
坂
二
頼
遣
候
処
、
最
早
御
役
所

へ
相
聞
、
御

役
人
衆
同
夜
四
ツ
頃
誉
田
屋
江
御
出
即
刻
当
町
上
下
之
門
を

〆
、
徒
業
之
者
二
十
人
計
縄
付

二
成
候
。
扱
又
誉
庄
殿
井
別
家

手
代
壱
人
其
外
手
代
善
兵
衛
共
二
人
是
亦
縄
付

二
而
、
御
引
被

成
候
。
其
後
、
徒
業
頭
分
五
人
入
牢
被
仰
付
、
誉
庄
殿
始
二
人

ハ
東
上
り
屋

へ
被
集
候
。

し
か
し
、
こ
の
騒
動
は
幕
府
の
耳
に
達
す
る
と
、
役
人
衆
が
や

っ

て
き
て
、
町
を
締
め
切

っ
た
上
で
、
デ
モ
隊
側
の
三
〇
人
を
縄
付
き

と
し
、
誉
田
屋
庄
兵
衛
側
も
二
人
が
連
行
さ
れ
た
。

然

二
誉
田
屋
親
類
中
店
表
江
頼

二
参
り
両
替
店
筋

へ
頼
入
候
。

尤
当
店

八
郎
右
衛
門
様
御
名
前

二
付
、
八
郎
右
衛
門
様
よ
り

も
両
替
店

へ
被
仰
付
、
早
速
内
頼
有
之
候
。
然
ル
処
、
四
五
日

過
候
而
、
誉
庄
殿
始
二
人
ニ
ハ
手
錠

二
て
先
日
番

へ
御
戻
し
昼

夜
町
内

二
て
番
被
仰
付
候
。

但
同
十
二
月
中
旬
主
人
井
手
代
　
御
免

十

一
月
朔
日

こ
の
件
に
つ
き
誉
田
屋
の
親
類
が
三
井
京
都
両
替
店
に
解
放
し
て

く
れ
る
よ
う
請
願
し
、
ま
た
三
井
京
本
店
も
同
両
替
店
に
頼
ん
だ
り

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
数
日
後
に
町
内
で
の
預
り
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、　
一
二
月
中
旬
に
は
誉
田
屋
庄
兵
衛
ら
は
釈
放
と
な
っ
た
と
い

つゝ
。な

お
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
幕
末
に
い
た
る
ま
で
見
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
安
政
七
年

（
一
八
六
〇
）

一
月
西
陣
西
機
織
仲
間
は
開

港
に
伴
う
物
価
高
で
難
儀
し
て
い
る
の
で
仕
掛
を
廃
止
し
て
正
味
取

引
に
し
て
く
れ
と
訴
え
出
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
従
来
は
金

一
両
に
つ

き
銀
四
分
か
ら
二
匁
の
仕
掛
が
行
わ
れ
え
て
い
た
と
い
う
。
西
陣
西



機
織
仲
間
は
仕
掛
の
廃
止
を
求
め
る

一
方
で
、
従
来
の
仕
掛
銀
の
要

領
で
銀
五
分
宛
を
お
預
け
銀
と
し
て
公
儀

へ
預
け
る
こ
と
に
し
た

い
、
そ
し
て
そ
の
預
け
銀
は
西
陣
下
職
の
困
窮
を
助
け
る
た
め
に
町

奉
行
所
か
ら
玄
米

一
〇
〇
〇
石
を
拝
借
し
そ
の
代
銀
に
当
て
た
い
、

と
い
う
要
求
も
行

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
仲
買
仲
間
の
ほ
う
は
仕
掛
は
決
し
て
仲
間
の
利
得
で

は
な
く
金
銀
相
場
の
変
動
対
策
が
目
的
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
結

局
、
両
者
は
和
解
し
織
屋
仲
間
が
絹
代
金

一
両
に
つ
き
三
分
五
厘

宛
、
仲
買
仲
間
は
口
銭
之
内
払
金

一
両
に
付
き
三
分
五
厘
宛
を
出

し
、
都
合
五
分
を
仲
買
仲
間
の
手
元
で
積
立
金
と
し
て
拝
借
米
の
分

賦
上
納
に
充
て
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

以
上
を
見
る
と
、
前
田
氏
の
書

い
た
仕
掛
の
定
義
と
微
妙
な
差
が

見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
仕
掛
に
は
、
前
田
氏
の
言
う
よ

う
に

「商
人
、
奉
公
人
、
職
人
な
ど
の
経
済
的
弱
者
に
対
し
て
、
買

手

。
主
人

。
問
屋
な
ど
が
行

っ
た
悪
ど
い
支
払
い
法
」
と
い
う
べ
き

性
格
が
あ

っ
た

一
方
で
、
金
銀
相
場
変
動

へ
の
対
処
と
い
う
目
的
の

た
め
認
め
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
以
下
で
見
る
よ
う
に
和
糸
取
引
で
商
人
相
手
に
行
わ
れ

て
い
た
仕
掛
は
西
陣
の
職
人
に
対
す
る
そ
れ
に
較
べ
て
金
銀
相
場
変

動
に
備
え
る
と
い
う
性
格
が
よ
り
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
一　
和
糸
取
引
の
仕
掛

０

一
八
世
紀

和
糸
間
屋
の
仕
掛
の
起
源
に
つ
い
て
は
西
陣
の
職
人
に
対
す
る
仕

掛
の
起
源
と
異
な
り
定
説
は
な
い
。
し
か
し
、
和
糸
問
屋
は
西
陣
が

使
う
こ
と
に
な
る
和
糸
を
売
買
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
西
陣
と
上
之

店
の
間
に
あ
る
商
習
慣
が
遡
る
よ
う
に
し
て
入
り
込
ん
だ
可
能
性
は

あ
る
。

実
際
、
こ
の
取
引
で
今
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
仕
掛
は
か
な
り
古

い
。
三
井
の
企
業
本
部
と
い
う
べ
き
大
元
方
が
享
保

一
七
年

（
一
七

三
二
）
の
営
業
目
標
額
と
し
て
配
下
の
間
之
町
店
に
指
示
し
た
内
容

が
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
取
引
額
は

一
三
〇
〇
貫
、
そ

れ
に
よ
り
得
ら
れ
る
総
収
入
が

一
〇
七
貫
、
そ
れ
に
伴
う
総
支
出
が

七
七

・
一
六
貫
で
あ
る
。
す
る
と
純
益
は
二
九

・
八
四
貫
と
な
る
。

仕
掛
と
関
係
の
あ
る
の
は
、
こ
の
総
収
入
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い

る
項
目
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
総
収
入

一
〇
七
貫
の
細
目
は
、
口
銭

取
二
六
貫
、
田
合
客
衆
利
足
取
四
八
貫
、
勘
定
之
節
利
足
取
四

・
五

貫
、
仕
掛
徳
二
八

・
五
貫
で
あ
る
。
口
銭
取
は

「問
屋
が
荷
主
か
ら

送
荷
し
て
来
た
商
品
を
仲
買

へ
売
却
す
る
際
に
、
仲
買
と
荷
主
の
双

方
か
ら
取
引
金
額
の

一
分
を
拾
得
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
田
舎
客
衆

イ ア



利
足
取
は

「荷
主

へ
の
貸
附
銀
に
対
す
る
利
息
」
で
あ
る
。
前
者
は

商
品
取
引
業
た
る
間
屋
の
本
質
的
な
利
益
で
あ
る
が
、
後
者
は
こ
の

間
之
町
店
が
貸
付
資
本
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
そ
の
金
額
も
口
銭
取
よ
り
も
多
く
な

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
、
口
銭
取
よ
り
も
多
額

と
な
っ
て
い
る

「仕
掛
徳
」
で
あ
る
。
森
岡
氏
は
以
下
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。
長
い
引
用
と
な
る
が
大
事
な
の
で
す
べ
て
引
用
す
る
。

仕
掛
引
と
い
ふ
の
は
本
来
は
金
銀
比
価
の
相
場
変
動
に
よ
る
損

失
を
補
填
す
る
目
的
を
以
て
差
し
引
か
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、

之
は
仲
買
、
間
屋
間
の
決
済
が
銀
目
で
行
は
れ
た
の
に
対
し
、

東
国
の
荷
主
と
は
金
目
に
よ
る
取
引
が
多
か
っ
た
た
め
に
発
生

し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
こ
の
仕
掛
銀
は
取
引
の
際
、
間
屋
は

仲
買

へ
、
荷
主
は
間
屋
へ
支
払

っ
た
も
の
で
収
入
の
分
に
記
載

さ
れ
て
ゐ
る
仕
掛
徳
は
間
屋
が
荷
主
か
ら
支
払
を
受
け
る
分
で

あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る

「糸
屋
町
仕
掛
払
」
「卿
方
仕
掛
払
」

が
支
出
の
項
に
計
上
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
間
屋
の
仲
買

へ
の

仕
掛
払
が
僅
に
銀
十

一
貫
五
百
匁
で
あ
る
の
に
反
し
、
荷
主
か

ら
問
屋

へ
支
払

っ
た
仕
掛
銀
の
額
が
そ
の
倍
以
上
に
上

っ
て
ゐ

て
、
間
屋
利
益
の
重
要
な

一
部
を
構
成
し
て
い
る
所
か
ら
み
る

と
、
こ
の
場
合
の
仕
掛
銀
は
金
銀
比
価
の
変
動
に
備
え
る
と
い

ふ
本
来
的
な
意
義
よ
り
も
、
何
ら
か
第
二
義
的
な
も
の
が
附
加

さ
れ
て
ゐ
る
如
く
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
そ
の
事
情
を

解
明
し
得
な
い
の
を
遺
憾
と
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
間
之
町
店
自
身
も
仲
買
に
仕
掛
を
支
払

っ
て
い
る

が
、
そ
の
額
が
荷
主
か
ら
受
け
取
る
仕
掛
の
金
額
に
較
べ
る
と
半
分

以
下
な
の
で
、
単
に
金
銀
比
価
の
変
動
だ
け
で
は
説
明
が
つ
か
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
間
之
町
店
が
こ
の
和
糸
流
通

に
占
め
て
い
た
重
要
性
が
原
因
で
あ
り
、
三
井
上
之
店
が
西
陣
の
職

人
か
ら
得
て
い
た
利
益
と
似
通

っ
た
搾
取
的
な
性
格
が
あ
る
た
め
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
仕
掛
を
め
ぐ

っ
て
も
や
は
り

一
九
世

紀
に
問
題
が
起
き
て
い
る
の
で
次
に
見
て
み
る
。

②

一
九
世
紀

一
九
世
紀
に
入
る
と
仕
掛
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
判
明
す
る
。

表
１
は
文
政
期
に
糸
仕
切
り
を
定
め
た

「糸
商
内
仕
法
書
覚
」
か
ら

作
成
し
た
。
荷
主
と
仲
買
の
間
に
立
っ
て
口
銭
を
稼
ぐ
こ
と
を
業
務

と
す
る
糸
問
屋
が
、
口
銭
を
中
心
と
す
る
手
数
料
を
ど
の
よ
う
に
計

算
し
徴
収
し
て
い
た
か
が
わ
か
る
。

こ
の
表
を
式
で
表
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
糸
問

屋
が
受
け
取
る
金
額
と
支
払
う
金
額
は
、



受
取
金
額
＝
（糸
代
銀
十
日
銭
―
早
引
）

／
（時
価
相
場
十
一
。
一
匁
）

支
払
金
額
＝
（糸
代
銀
―
口
銭
―
早
引
―
仕
掛
）

／
（時
価
相
場
十
〇

・
三
匁
）

で
あ
り
、
最
終
的
に
糸
間
屋
の
利
益
は
、

（受
取
金
額
―
支
払
金
額
）

＊
六
四

・
五
匁
―
返
品
額
―
諸
雑

費
＝
糸
問
屋
の
利
益

と
な
る
。

こ
れ
を
見
て
判
明
す
る
の
は

「仕
掛
」
に
も
二
種
類
あ

っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
価
相
場
か
ら
乖
離
し
た
換
算
相
場

を
用
い
る
こ
と
が

「仕
掛
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

一
方
で
、
回
銭
と
同

様
に
取
引
額
に

一
定
の
割
合
を
か
け
て
徴
収
す
る
手
数
料
も

「仕

掛
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
和
糸
取
引
に
お
け
る

「仕
掛
」
で
あ
る
が
、
や
は
り

職
人
に
対
す
る

「仕
掛
」
と
同
様
、
し
ば
し
ば
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
ま
ず
、
文
政
九
年

（
一
八
一
一六
）
九
月
に
西
陣
織
屋
仲
間
の
訴

え
に
よ
り
荷
主

・
間
屋

・
仲
買
の
三
方
立
会
に
よ
る
金
建
現
銀
売
買

に
な
り
、
仕
掛
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
に
成
立
し
た
新
た
な

取
引
の
規
約
は
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

先
に
見
た
式
に
直
せ
ば
、

受
取
金
額
＝
（糸
代
銀
＋
口
銭
）
／
時
価
相
場

支
払
金
額
＝
（糸
代
銀
―
口
銭
）
／
時
価
相
場

と
な
る
が
、
仕
掛
が
な
い
の
で
結
局
、
最
終
的
な
利
益
は

口
銭
十
日
銭
―
諸
雑
費
＝
糸
問
屋
の
利
益

表 1 銀建歩引商内 糸代銀に加減される金額

表 2 金建現銀商内 (文政10年 6月 )

荷

　
主

支払金額

糸
問
屋

（糸
店
）

受取金額

仲
　
買

内 容 名 目 割 合 割 合

手数料 口銭 -1% +1%
利 子 早引 -3% -3%
相場の補填 仕掛 -4%
換算相場

時価相場は64.5匁 とする
648匁 656匁

荷

主

支払金額
糸
間
屋

受取金額
仲

買内 容 名 目 割 合

手数料 口銭 -1% +1%



と
な
る
。

し
か
し
、
天
保
八
年

（
一
公
一一七
）
の
新
糸
取
引
か
ら
古
法
に
戻

す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
仲
買
と
織
屋
の
困
窮
が
原
因
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
は
豊
富
な
資
金
を
持

つ
和
糸
問

屋
が
前
貸
し
を
行
う
こ
と
で
取
引
き
を
円
滑
に
進
め
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
新
し
い
仕
法
に
よ
り
現
金
取
引
の
形
態
に
な
り
、
従
来

の
和
糸
問
屋
の
機
能
が
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
西
陣
織
屋
や
仲
買

に
は
そ
れ
を
代
替
す
る
だ
け
の
資
金
が
な
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に

加
え
て
天
保
期
の
奢
修
禁
令
で
絹
反
物
の
価
格
が
抑
え
ら
れ
た
た
め

西
陣
織
屋
の
衰
退
が
進
み
、
結
局
、
従
来
の
仕
法
三
戻
さ
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〓
一

会

計

処

理

以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
仕
掛
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
み
な
が

ら
も
幕
末
に
い
た
る
ま
で
残

っ
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に
三
井
家
の
会

計
報
告
を
史
料
と
し
て
、
仕
掛
と
い
う
商
習
慣
が
会
計
上
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い
た
か
を
概
観
す
る
。

０
京
都
御
用
所

三
井
の
京
都
御
用
所
と
は
幕
府
御
用
達
呉
服
物
の
仕
入
れ
店
で
あ

り
、
三
井
が
幕
府
の
呉
服
御
用
を
貞
享
四
年
に
引
き
受
け
た
際
に
京

本
店
の
な
か
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
京
都
御
用
所
の
会
計
報
告
で
あ

る

『永
代
目
録
帳
』
に
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
最
も
古
い
仕
掛
の
会

計
記
録
が
見
ら
れ
る
。
元
禄

一
三
年

（
一
七
〇
〇
）
下
期
の

『永
代

目
録
帳
』
を
見
る
と
、
「代
物
請
方
」
に

「買
物
高
」
が

一
五
二
貫

〇
五
三

・
六
八
六
匁
計
上
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
該
期
に

一
五

二
貫
〇
五
三

・
六
八
六
匁
分
の
商
品
が
仕
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
購
入
に
際
し
支
払
わ
れ
た
金
額
と
し
て

は

「金
銀
払
方
」
に

「買
物
代
払
」

一
四
八
貫

一
九
二

。
二
九

一
匁

計
上
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、　
一
五
二
貫
余
の
価
値

が
あ
る
も
の
を
購
入
す
る
の
に

一
四
八
貫
ほ
ど
し
か
支
払
わ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
差
額
は

「利
損
差
引
」
に
あ
る

「買
物
日
合
」
「同
小

判
仕
掛
」
で
説
明
さ
れ
る
。
「買
物
日
合
」
は
当
該
期
は

一
貫
八
七

五

・
五
匁
で
あ
る
。
そ
し
て
問
題
な
の
が

「同
小
判
仕
掛
」
つ
ま
り

「買
物
小
判
仕
掛
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
購
入
に
際
し
仕
掛
を
行

な
い
利
益
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
は

一
貫
九

八
四

・
七
九
五
匁
に
上

っ
て
い
る
。

②
上
之
店

三
井
京
本
店
の
仕
入
れ
を
担
当
し
て
い
た
上
之
店
の
会
計
報
告
に



も

「仕
掛
」
と
類
似
し
た
勘
定
科
目
が
あ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う

に
、
仕
掛
と
い
う
商
慣
習
を
始
め
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
三
井
上

之
店
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
勘
定
科
目
に
三

井
の
他
の
店
同
様

「仕
掛
」
が
あ
る
は
ず
だ
と
考
え
る
の
は
自
然
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
在
上
之
店
の
決
算
報
告
と
し
て
残
る

『上
之

店
目
録
』
に
は
そ
の
勘
定
項
目
が
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
こ
の
上
之

店
に
は

「金
払
徳
」
と
い
う
勘
定
科
目
が
あ
“
。

こ
の

「金
払
徳
」
と
い
う
科
目
は

「金
銀
請
方
」
と

「利
寄
」
に

出
て
い
る
。
計
算
の
仕
方
は
、
「金
銀
払
方
」
の
総
額
か
ら

「金
銀

請
方
」
の
総
額
を
差
し
引
い
た
残
額
が

「金
払
徳
」
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
最
終
的
に

「利
寄
」
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
京
都
御
用

所
の
例
と
較

べ
る
と
あ
ま
り
は

っ
き
り
し
な
い
が
、
恐
ら
く
同
じ

「仕
掛
」
に
よ
り
得
ら
れ
た
利
益
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の

「金
払
徳
」
は
、
文
字
通
り
読
め
ば
、
金
で
払
う
こ
と
に
よ
り
生
じ

る
利
益
で
あ
り
、
名
前
か
ら
し
て

「仕
掛
」
と
の
類
似
性
が
高
ぃ
に

０
京
本
店

京
本
店
の
会
計
報
告
に
は

「仕
掛
引
」
と
い
う
勘
定
科
目
が
あ

り
、
細
目
は

「買
帳
、
表
通
帳
、
大
坂
方
、
本
綿
方
、
誂
方
、
染
物

方
、
悉
皆
方
、
縫
誂
方
、
駄
賃
帳
」
で
あ
純
。
こ
の
う
ち
、
「買
帳
」

は
買
宿
、
買
次
商
人
関
係
で
あ
り
、
「表
通
帳
、
大
坂
方
、
木
綿
方
、

誂
方
、
染
物
方
、
悉
皆
方
、
縫
誂
方
」
は
、
出
入
職
人
を
掌
握
し
て

仕
上
げ
加
工
を
行
わ
せ
る
京
本
店
の
部
局
で
あ
り
、
「駄
賃
帳
」
は

飛
脚
関
係
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
京
本
店
が
買
次
商
人
か
ら
商
品
を

買

っ
た
と
き
の
代
銀
、
出
入
職
人

へ
の
賃
銀
、
飛
脚

へ
の
駄
賃
の
支

払
い
の
際
に
仕
掛
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
利
益
を
こ
こ
に

計
上
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
京
本
店
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
は
、
京
都
御
用
所
や
上

之
店
と
異
な
り
、
仕
掛
で
利
益
を
上
げ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
仕
掛

を
支
払

っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「売
物

払
方
」
で
は
、
江
戸
本
店
と
江
戸
弐
町
目
店
に
対
し
て
下
し
た
売
り

物
の
総
額
か
ら
三

・
五
％
分
を

「小
判
仕
掛
引
」
と
し
て
差
し
引
い

（２９
）

て
い
る
。
つ
ま
り
京
本
店
が

一
〇
〇
〇
貫
の
商
品
を
江
戸
本
店
に

売

っ
て
も
九
六
五
貫
し
か
江
戸
本
店
か
ら
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
こ

と
と
み
ら
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
京
本
店
こ
そ
三
井
越
後
屋
本
店
の
最
上
位
の

店
で
あ
り
、
そ
の
店
が
支
店
に
対
し
て
仕
掛
を
支
払

っ
て
い
る
の

は
、
経
済
的
弱
者
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
京
本
店
の

こ
の
仕
掛
に
つ
い
て
は
完
全
に
金
銀
相
場
の
変
動
に
備
え
て
取
ら
れ

た
処
置
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

5′



お

わ

り

に

以
上
、
現
在
の
段
階
で
判
明
す
る

「仕
掛
」
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。ま

ず
、
最
初
に

「仕
掛
」
が
金
銀
相
場
変
動
に
備
え
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
搾
取
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述

べ
た
。
次
に
仕
掛
は
三
井
上
之
店
が
西
陣
織
屋

へ
行

っ
た
の
が
最
も

古
い
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
さ
ら
に

一
八
世
紀
か
ら
幕
末
ま

で
の
西
陣
織
屋

へ
の
仕
掛
を
め
ぐ
る
紛
争
を
述

べ
、
特
に
誉
田
屋
庄

兵
衛
の
仕
掛
が
大
き
な
問
題
を
起
こ
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。

和
糸
取
引
に
お
い
て
も
仕
掛
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
和
糸
取

引
の
ほ
う
が
金
銀
相
場
変
動

へ
の
対
処
と
い
う
側
面
は
強
か
っ
た
。

西
陣
織
屋
へ
の
仕
掛
と
同
様
に
問
題
化
し
、　
一
時
廃
止
さ
れ
た
が
、

結
局
、
和
糸
問
屋
が
和
糸
流
通
に
占
め
て
い
た
資
金
融
通
に
関
す
る

重
要
な
役
割
の
た
め
に
復
活
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

最
後
に
三
井
家
の
会
計
報
告
に
仕
掛
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る

か
を
見
た
が
、
特
に
京
本
店
が
江
戸
に
下
す
際
の
商
品
に
つ
い
て
も

仕
掛
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
こ
れ
は
純
粋
に
金
銀
相
場
変
動

ヘ

の
対
処
と
い
う
目
的
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
を

述
べ
た
。

以
上
、
井
原
西
鶴
の
作
品
に
見
ら
れ
る

「仕
掛
」
を
、
近
世
社
会

経
済
史
の
現
在
の
研
究
レ
ベ
ル
で
実
証
す
る
こ
と
を
行

っ
て
み
た
。

前
田
氏
の
研
究
と
較
べ
る
と

「仕
掛
」
に
も
そ
れ
な
り
に
必
要
性
が

あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た

「仕
掛
」
は
間
屋
資
本
の
前
貸
し

と
結
び

つ
い
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
と

も
近
世
の
貨
幣
現
象
の
多
面
的
な
分
析
が
望
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（１
）

拙
稿

「近
年
の
江
戸
期
貨
幣
史
研
究
方
法
の
展
開
」
大
塚
勝
夫

編

『経
済
史

。
経
営
史
研
究
の
現
状
』
の
第

一
章

（三
嶺
書
房
、

平
成
八
年
）
五
～
二
〇
頁

（２
）

前
田
金
五
郎
著

「西
鶴
語
彙
新
考
』
（勉
誠
社
、
平
成
五
年
）

二
四
四
～
二
四
七
頁

（３
）

澤
田
章

『江
戸
時
代
西
陣
織
屋
仲
間
の
研
究
』
（大
学
堂
、
昭

和
四
二
年
）

一
六
八
～

一
六
九
頁
。
な
お
こ
の
本
の
初
版
は
昭
和

七
年
に
出
て
い
る
。

（４
）

澤
田
前
掲
書

一
七
二
頁

（５
）

本
庄
栄
治
郎
編

『西
陣
史
料
』
（清
文
堂
出
版
、
昭
和
四
七
年
）

五
六
頁

（６
）

『三
井
事
業
史
　
本
編
第

一
巻
」
（昭
和
五
五
年
）
六
八
一
頁

（７
）

澤
田
前
掲
書

三
ハ
九
頁

（８
）

澤
田
前
掲
書

一
七
〇
頁

（９
）

安
岡
重
明

「西
陣
縮
緬
仲
間
の
諸
証
文
１
１
１
（資
料
ご

（『同

志
社
商
学
』
二
九
巻
二
号
、
昭
和
五
二
年
）
六
～
七
頁



（１０
）

澤
田
前
掲
書

一
七
四
頁
。

（Ｈ
）

誉
田
屋
庄
兵
衛
と
は
三
井
京
本
店
も
文
政
年
間
に
帯
地
を
仕
入

れ
る
際
に
取
引
相
手
と
し
て
い
た
商
人
で
あ
る
。
賀
川
隆
行

『近

世
三
井
経
営
史
の
研
究
』
釜
口
川
弘
文
館
、
昭
和
六
〇
年
）
三
二

九
頁
の
第
二
―
四
〇
表
を
参
照
の
こ
と
。
誉
田
屋
庄
兵
衛
は
創
業

享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
で
京
都
室
町
二
条
に
店
舗
を
か
ま
え
て

い
た
。

（・２
）

三
井
文
庫
史
料

コ
水
書
」
（本

一
三
三
）
「永
書
抜
率
」
（本
六

七
六
）

（・３
）

『経
営
史
学
』
に

「近
世
に
お
け
る
金
銀
相
場
変
動
の
呉
服
問

屋
へ
の
影
響
―
―
文
政
期
を
事
例
に
―
―
」
と
題
す
る
論
文
を
発

表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（・４
）

三
井
文
庫
史
料

♂
水
書
」
（本

一
三
三
）
「永
書
抜
率
」
（本
六

七
六
）

『三
井
事
業
史
　
本
編
第

一
巻
』
（昭
和
五
五
年
）
六
八
頁

西
川
登

『三
井
家
勘
定
管
見
』
（自
桃
書
房
、
平
成
五
年
）
七

六
頁
に
は

「仕
入
割
引
か
前
貸
金
の
受
取
利
息
相
当
分
か
」
と
あ

２つ
。西

川
前
掲
書
二
六
八
頁

他
に
西
川
登

「
三
井
越
後
屋
上
之
店
の
目
録

（会
計
報
告
書
）

―
―
宝
永
七
年
下
期
、
寛
保
三
年
上
期
、
文
政
元
年
下
期

（史
料

紹
介
ご

翁
商
経
論
叢
』
三
〇
巻

一
号
、
平
成
六
年
）

一
七
六

～

一
八
〇
頁
に
は
同
様
な
計
算
方
法
で

「金
払
方
出
目
」
と
し
て

出
て
い
る
。

（２７
）

西
川
前
掲
書
二
四
七
頁

（２８
）

賀
川
前
掲
書
三
六
八
頁

（２９
）

西
川
前
掲
書

一
三
二
頁

（さ
く
ら
い
　
し
ん
や
。
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

26 25 24 23

（‐５
）

澤
田
前
掲
書

一
七
三
頁

（‐６
）

澤
田
前
掲
書
二
四

一
頁

（・７
）

森
岡
美
子

「荷
受
間
屋
資
本
の
生
産
地
投
下
の
諸
形
態
―
―
京

都
和
糸
絹
間
屋
の
場
合
―
―
」
（
史
学
雑
誌
』
五
九
巻

一
号
、
昭

和
二
五
年
）
二
四
～
二
五
頁

（‐８
）

た
だ
し
間
之
町
店
は
和
糸
だ
け
で
な
く
和
絹
も
取
引
し
て
い
た

の
で
こ
の
取
引
額
に
は
和
絹
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（・９
）

賀
川
前
掲
書
五
三
八
頁

（２０
）

賀
川
前
掲
書
五
五
七
～
五
五
八
頁

（２．
）

賀
川
前
掲
書
五
五
七
頁

（２２
）

賀
川
前
掲
書
五
六
三
頁
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